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１．はじめに

私は発明者の側でしたから，ある意味ではやらされ

ていたということが，言えるかもしれませんが，特許

明細書のクレームの部分は，発明特定事項を上位概念

化する必要があり，懸命に取り組んでいました。特許

の権利期間は 20 年先まで続くということは，20 年先

のことまでを考えた特許出願でなければならないとい

うことになります。ですから，20 年後の時代や社会，

そして技術の進歩を考えた知的財産，特許でなければ

なりません。このような考え方をバックスキャッタリ

ング（backscattering）と称しています。

1.2 図でお話を進めさせていただきます。技術の進

歩あるいは開発，さらには事業化については，多くの

場合 S字曲線で考えられています。ですから，私も S

字曲線で考えてみました。初めに頑張って出願した

「基本的な特許」は，まだ曲線上にも乗らないようなと

きのものです。ところが，実際に事業が注目される

頃，あるいは事業化が実現できた頃には，「基本的な特

許」と呼ばれるものはたいていの場合，権利期間が満

了しています。図の右手の欄に書いておきました。ご

覧のように，小玉先生の特許も含めて，どの特許も権

利期間である 20 年間を過ぎてから話題になるのが現

状です。

その後も，一生懸命頑張った成果として事業が成長

し始めたとします。今度は何が起こるか？というと，

とんでもないことが起こります。同じ機能の製品，商

品であれば，ハイテク系製品は 7年間で価格が一桁下

がってしまいます。これは私自身が企画的な仕事に取

り組んでいたときに，電卓，ファックス，パソコンに

ついて調べて確認をしました。それから，家電もそう

です。松下電器の役員の方が，若い人の作ったデータ

だけれどと，やはり 7年ぐらいでひと桁落ちて行くの

を見せてくださいました。それから，小川紘一先生の

著書でも，DVDの媒体の価格は，6年間くらいで一桁

下がっております。
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3Dプリンタの技術開発動向と
知的財産戦略

基本的な特許の出願から，20年以上が経過し，モノづくりを変革しつつある3Dプリンタ。医療・軍事・食

品などの分野で，さまざまな活用法が見いだされています。

本講演では，「技術開発の動向」，さらには「技術開発の成果物である知的財産」を，企業戦略視点から読み

解くことを試みます。

「プリンテッドエレクトロニクスとの技術融合」も始まり，各国は3Dプリンタを製造業強化策に取り込も

うとしています。知的財産を切り口に，事業開発動向や社会に与える影響にも目を向けます。

要 約



このような厳しい現実の中で，技術者や知財マンは

どう生きて行ったらよいのか？を考えながら，3D プ

リンタの話題に入ってみたいと思います。

まず，1 つだけ復習をさせてください。個人的な見

解として，特許 1件数あたりの価値は，薬品系の特許

を最高にしてソフトウェア特許に向かって，どんどん

落ちてしまうと考えております。というのは，企業な

どが争うときには，「特許の束で争う」ことになるから

です。もっと恐ろしいことがバイオ系の医薬品で起

こっています。バイオ系医薬品では，ゲノムから始ま

りますから，もはや物質特許は存在しないでしょう。

それはそうといたしまして，バイオ特許 1件の価値は

高いとは思うのですが，とんでもないデータが 2008

年にヨーロッパで公表されています。というのは，

争ったときに後発医薬品の出願が特許訴訟で勝ってい

るのです。しかも，勝訴率がかなり高いだけでなく，

高額の損害賠償金をも勝ち取っています。ちょうど半

年ぐらい前に，武田薬品の知財部門の役職者の方にお

話を聞く機会があり，アメリカでもそういうことが起

こっていますか？，アメリカでのよいデータが見つか

らないことをお話してお聞ききしたところ，やはりア

メリカでも同じような傾向があるそうです。

というように，嫌なことですけれども，やはり「特

許は件数で勝負するという世界である」ことを無視で

きない状況にあることを，認識していただきたいと

思っています。日本で言われていること，あるいは常

識として言われていることが，かなり現実とは異なっ

ていることがあります。ですから，今日のメッセージ

としてまずお伝えしたいことは，「既に世の中で言わ

れていることを一度は疑ってみてください」です。

２．先行する外国勢の動向は？

これは既に小玉先生のところでお話が出ていること

とは思っていますが，このような形で，主要な 3D プ

リンタ特許が，アメリカの 3D Systems，そして

Stratasys という 2 強企業から出願されています。そ

して，「基本的と言われている特許」の権利期間が満了

し始めたことによって，現在の 3D プリンタブーム，

あるいはムーブメントが起こっている，と思っていま

す。

そして，「特許というのはとても件数が多い世界」で

す。私のように個人で活動させていただいている者に

は，特許公報を 1 件，1 件すべてを見ることは不可能

です。そこで，どのような方法を考えているかをご紹

介します。2013 年 1 月から，ヨーロッパ特許庁が

CPC（Cooperative Patent Classification）と呼ばれる

特許分類を付与し始めました。この特許分類が，再生

可能エネルギーや今回の 3Dプリンタのような分野で

は，かなり上手に付与されています。私は物事を見る

ときに，80 点で見ることができれば上々だと思って取

り組みます。ですから，皆さんには，特許分類CPCを

使ってのご報告をさせていただきます。ちょうどよい

ことに，CPC 特許分類である，B29C67 の系にはいろ

いろな 3Dプリンタの技術要素が出て来ます。もし知

的財産に明るくない方がいらっしゃったらいけません

ので，念のために申し上げますと，「・」，「・・」の付

いた項目が階層構造になっていまして，「・」の下位に

「・・」が続き，さらにその下位に「・・・」が続き，

という形で展開される階層構造になっています。です

から，CPCを用いて調べるだけでいろいろなことがわ

かります（2.2 参照）。

少しは知恵を働かそうと，合併や買収のあつた企業

名を名寄せしてみました。残念ながら，ゼロックスの
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事業部門を 3D Systems が買収していますが，15 件ぐ

らいなので，今回は割愛しました。黄色いところはや

はり件数が多い。ということは，注目した企業が開発

に力を入れている技術領域になります（2.3 参照）。お

おまかに計算すると，数年間は特許を保有しようとす

ると，日本特許の例でいうと，人件費を含めて約 100

万円かかります。ですから「特許 1件 100 万円」です。

とすれば，外国出願，あるいは海外の会社が今回の場

合は海外企業が自国を含む海外に特許出願をしている

ということなので，100 万円まではかからなかったと

しても，4 年間特許権を保有しようとするとやはり

100 万円はかかる。だとすれば，特許件数もそれなり

の意味をもっていることになります。企業は「自社事

業を守る特許」と，ライセンス交渉やビジネスモデル

構築を目指した「競合企業の事業領域への攻めの特

許」を戦略的に出願している，ということです。80 点

レベルを目指すと割り切るなら，特許件数で企業戦略

を俯瞰する方法でもよいことになります。

薄青色をつけた欄からは企業買収について，「この

企業の技術との組み合わせで，少しでも競合との戦い

を有利にしよう」，あるいは「新しい技術分野を狙って

みよう」といった，企業の意思や動きが見えてきます。

私の取り組みは，鳥となって空を飛び，上空から「特

許という森を見る」という俯瞰です。ですから，別の

言葉で言えばマクロ的なものの見方です。マクロ的に

見ても，それが正しいかどうか？の，次の検証に入れ

ばよいわけです。これも 1つの方法としてあり得ると

いう意味でのご紹介です。

次に，既にご紹介した 3D Systems と Stratatys の

2 強企業だけであろうか？と考え，3D プリンタ技術

に相当するCPC特許分類である，B29C67 系での特許

件数を出願人に注目して展開し，俯瞰をしてみまし

た。ドイツやスウェーデンの企業は特徴のある装置を

上市しています。金属を狙っているものもあります。

このように見ていくと，特許の出願件数を見るだけで

も，いろいろなことが分かってきます。逆に言うと，

100 件なければ戦えない技術領域や，10 件ぐらいでも

戦えそうな技術領域もあることがわかります。ヒュー

レットパッカードに関しては，6月に参入するかもし

れないという報道が以前にありましたので，念のため

に入れてみたのですが，やはりインクジェット方式か

ら入りたいのだろうと推察される結果になっていま

す。

３．3D-Printing merges with PE

今日の本題の 1 つであります，3D プリンタとプリ

ンテッドエレクトロニクス（PE）が融合する世界が既

に始まっています。私は連載記事を書かせていただい

ているのですが，2013 年の 10 月ぐらいにほんの

ちょっとだけ書かせていただきました。今回の発表に

あたって，もう少し深く調べてまいりました。2012 年

に Stratatys と Optomec の共同開発が完了したとい

う話が出ています。どのような内容かというと，

×Smart WingÙ，これは無人航空機の翼です。3Dプリ

ンタで翼の実体を作り，PE で翼に組み込む電子回路

を作製しています。これは誰もが考えそうなお話で

す。ですから，早い者勝ちです。そういう世界が既に

始まっています。

では特許はどうなっているか？について，Stratatys

と Optomec の特許出願を調べてみました。「レー

ザーを利用した 3D プリンタ」も，「エアロゾル IJ の

マルチノズル化」も，既に両社のそれぞれの特許明細

書に記載されています。Aerosol Jet ですから，紙の

インクジェットプリンタよりは，もっと粘度の高いも

のが飛ばせます。とすれば，この Aerosol Jet がゲル

だと考えれば，医療関係にも次の動きがあるだろう
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と，思い浮かびます。

自動車産業は，既に PE 利用の糸口を掴んでいま

す。この事例では PE を利用していますが，3D プリ

ンタまで利用したという報告ではありません。です

が，当然 3D プリンタも利用するだろうという観点

で，取り上げてみます。2013 年 の Ford Fusion

Energi は最上級の高級車です。室内空間を少しでも

広くするために，コンソールという天井に設けている

ものをできるだけ薄く作製したい。そのために PEを

使い，「Smart Surface 3D」と称しています。T-ink と

いう，PE の世界では著名な企業の技術を利用してい

ることまで確認できています。

では，その製造方法はどうなっているか？につい

て，もう一歩踏み込んでみます。現状では，「現在」と

追記した工程が採用されています。将来的には，

Form と Mold の工程を先に行うことになると思って

います。何もない，基板のないところで PEは印刷で

きませんから，まず 3Dプリンタ用いて，その次に PE

を用いるでしょう。電子回路を作り込むための技術課

題は，どうような装置形態であったらよいか？です。

スタンフォード大学などの学生だったと思うのです

が，3D プリンタと PE を組み合わせた製造装置の開

発に取り組む方々が出てきています。

今，日本では PEに，投資をして，いろいろなこと

に取り組み，3D プリンタも，いろいろと頑張ってい

ます。ですから，次のステップとして，このように

3D プリンタとプリンテッドエレクトロニクスが融合

する世界を描いてみたら，もう少し大きな夢を描ける

のではないか？という気持ちで，このお話をさせてい

ただきました。

ここで終わっては面白くないので，特許のお話に入

ります。

実は，本件に関連した該当する特許を見つけ出して

います。Ink-Logix という企業が，T-ink の一部門と

いう形での関連会社としてあります。この Ink-Logix

から×In-mold Resistive and Shielding ElementsÙと

いう特許が出願されています。2013 年に，連載記事を

書いたときには，まだ登録番号を確認できていなかっ

たのですが，今回改めて確認したところ，2013 年 6 月

11 日に登録されています。3.4 の左下にある図と，3.5

の左にある図が同じであることから，これが該当する

特許だろうと思ったわけです。

では，Ink-Logix の特許から，我々は何を学んだら

よいのであろうか？今日ご出席の方は，知的財産ある

いは特許に対してご関心の高い方々なので，3.6 の表

を作ってみました。
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独立クレームは 2つで，クレームの 1と 5が独立ク

レームです。特許クレームに記載された構成要素を書

き出し，それぞれがどのようなものに当てはまるか？

を考えてみました。彼らは Printed on a film と言っ

ているので，これは PE の世界で考えました。まず，

Decorative ink，つまり造形用インク，とにかく電子

回路基板を作るためのインクが必要，電子回路を作ろ

うとすれば配線は銅か銀というものを考えました。

PE に明るい方に申しあげておきたいのですが，2014

年はナノ銀が規制の対象になるかどうかの極めて重要

なターニングポイントの年です。というのは，ヨー

ロッパの安全規制に RoHS というのがあります。こ

のRoHS の規制は 4年に 1回見直されますが，ナノ銀

を規制対象にすべきか否か？が，4年前（前回）に話題

になっています。ナノカーボンも同じように話題に

なっています。ですから，ある意味では日本の技術力

が強いところが狙われているのかもしれません。そう

いう作為的なものが背景にあるか否かはわかりません

が，ナノ銀に関しては今回の議論でどうなるか？，こ

れは産総研の方々も注目している話です。それから，

基板については，ポリイミド系が使えれば耐熱性は一

番よいですが，残念ながらポリイミドを完全な透明に

するのは大変です。特許的には，実現方法を完成され

た方もいらっしゃいます。

夢はこのようにして膨らむのではないでしょうか？

あるいは，夢の実現に向けて自分はどういう役割を果

たせるのか？それを示せれば，次のステップとなりま

す。先ほど，小玉先生のお話を脇で聞かせていただき

ましたが，どのようなところに自分なりの次の目を向

けるか？，あるいは技術を反芻するか？といったこと

が大切であろうと考えています。

４．日本勢の巻き返しは？

次に，3D プリンタ分野での，日本勢の巻き返しの

話をピックアップしてみました。

私はこの 3D プリンタの「デザイン」と「ものづく

り」との連携が今後のルネッサンス的な役割を果たす

のではないか？と，期待しています。1 つには，バイ

オメディカルデザインです。名古屋市立大学の理工系

の國本先生が，あとで図をお見せするように，意匠で

知的財産権を抑えようとしています。それから，佐賀

大学の中山先生のグループは，剣山を用いた動脈の作

製，これは剣山のところに細胞の塊を刺すことによっ

て成長させるという方法で，iPS 細胞では作りにくい

ような，大きな臓器を作ろうという考え方に基づくも

のと思われます。サイフューズという企業が総販売元

になっています。渋谷工業は，金沢にある資本金 100

億円ぐらいの現在注目を浴びている企業で，iPS 細胞

の細胞増殖装置も製造しています。ですから，この分

野での先駆的企業だろうと思っています。

それから，機械で臓器を作ろうというお話は，山形

大学の古川先生や富山大学の中村先生もゲルへの取り

組みを開始しています。ゲルは，非常に生体系との馴

染みがよいものです。それから，外科の手術に内臓模

型を使って，どのように手術を進めるのが最適か？を

考える，あるいは研修医の研修に使う。これは神戸大

学の杉本先生がファソテックという企業と取り組んで

います。ファソテックという企業が間に入り，医師の

先生方から臓器の 3Dデータが送られてくると，それ

を受け取って 3Dプリンタで臓器模型を作って送り返

してあげるビジネスで，ビジネスモデルの特許の世界

です。これは，特許の図面を見れば明らかなことです

（4.2 参照）。

先ほどの名古屋市大のお話は，喉に入れる咽頭鏡

で，ただの咽頭鏡ではデザイン的な課題があるので，
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最適形状の追求に 3Dプリンタを活用します。さらに

は，3D プリンタの活用で，咽頭鏡の中に照明系を入

れる工夫や，さらなるデザイン設計に 3Dプリンタを

活用しています。これなどは，医工連携の良い例では

ないかと思っています。國本先生自身はデザインの先

生です。

右側は，渋谷工業の剣山の技術，細胞を吸着させて，

いかに剣山の針の山に上手にパチンと刺せるような装

置的工夫をするか？，これが技術ポイントなるのです

が，そのような仕組みを創り出しています（4.2 参照）。

ゲルに関しては，これからだと思いますが，富山大

学では薬物を入れたナノファイバーということで，富

山県の工業試験所や，図中に書かせていただいた製薬

企業と一緒に研究をされています。

先ほど神戸大が特許出願をしているビジネスモデル

の話は，注文販売システムです。この特許を見つけた

ときはいささかびっくりしましたが，現在の，若いお

医者さんは IT のこともよくわかっています。そのよ

うな時代になったと感じています。

私の前歴を知っている方にとっては，これからのお

話が一番関心のあることかもしれないので，少し時間

をかけてお話しようと思います。

まず，3D プリンタには，諸先生方もおっしゃって

いるように，値段の張る，高性能な，製造装置と呼ん

だほうがいいようなものが図の上の方にあります。そ

れから，プリンタと呼んだ方がよいような，紙の上に

印刷する 2Dプリンタの延長線上のように感じるもの

が 4.2 の下の方にあります。極端なことを言えば，2D

プリンタは一家に一台，パソコンのある家には必ずあ

るくらいの世界になっています。そのような世界に近

づくかもしれない 3Dプリンタの世界と，企業で使わ

れる製造装置のような 3D プリンタの世界との，2 種

類があります。

それでは，ビジネス的なポイントは何になるか？と

考えてみました。4.3 の上の方ではレーザーや EB を

使いますから，ろう付けのような添加物や不純物を使

わなくて済みます。ということは高純度な，一点物で

もよいから良質なものを作ることに適しています。例

えば GEが造っているように航空機用タービンの製造

に使う。念のために申しあげますと，GE は航空機の

タービンを製造していますが，その航空機用のタービ

ンを転用した，火力発電所用のタービンも製造してい

ます。幸いなことに，アメリカの電力供給事情を考え

ますと，日本とは異なり火力発電所ではタービンを常

時回しているわけではありません。電力消費がピーク

になる時間帯だけタービンを回す使い方があります。

とすれば，ここからは私の勝手な解釈ですが，悪けれ

ば直すが成り立ちます。どういうタービンであればい

いか，航空機転用型のタービンに対しては航空機用

タービンの裾野市場との位置づけで，低いレベルのと

ころで勝負できる市場を自分たちで握っている。です

から，こういうところもしっかり押さえながら，GE

が何に？どう取り組んでいるか？を見ていかないとい

けません。3D プリンタに注目している先生方のお話

では，現状では，GEの航空機用タービンでは，まだ最

後に削り出しをしているとのお話です。

3D プリンタに対して日本の 2D プリンタ企業は取

り組んでいるのでしょうか？キヤノン，エプソン，リ

コー，コニカミノルタ，ということに関し，私が昨日

（6月 27 日）の夜に確認できた範囲でご紹介します。

キヤノンは，2014 年 3 月の株主総会で 3Dプリンタ

に取り組んでいると発言しています。キヤノンマーケ

ティングジャパン（CMJ）が 3D Systems の製品を取

り込み，キヤノンが開発したMR（Mixed Reality）と

呼んでいる人工現実感の世界との組み合わせで製品展

開をしていく，サプライチェーンをつくっていく，あ
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るいは米国企業である 3D Systems 自身がメンテナン

スをするのは日本市場では大変でしょうから，CMJ

が引き受けましょうという形でのビジネスモデル構築

を目指しているように見えます。

エプソンの社長さんのインタビューを見るかぎり

は，図の下の方の 3D プリンタはやらない，5 年ぐら

い先に図の上の方の 3D製造装置を狙っていると受け

留めることもできる発言をしています。

コニカミノルタは，3D Systems 製品のアメリカで

の販売をコニカミノルタの米国会社が引き受けるとの

契約が，6月 6日に結ばれています。

リコーは 2007 年のテクニカルレポートに，ある 3D

プリンタのメーカーに対して，インクジェットのノズ

ルを納入済みとはっきり書いています。最近の報告

（2013 年末）では，半導体レーザーとの組み合わせ

云々という報告も出ています。リコーでは，ゲルイン

クや光硬化型インクのプリンタに取り組んでいますか

ら，3D プリンタを次世代プリンタと意識して進出す

るでしょう。

ビジネスというのは，最初に取り組む人だけが賢い

わけではありません。正直言って，私が現役の技術者

のときにも，「技術は金で買えてしまう時代」だからと

いう話がよく出ました。ですから，その気になれば，

技術やブランドは買えるものです。ちょっと話が飛び

ますが，LGはアメリカの Zenith というテレビ受像機

のブランドまで買っています。そのときに彼らは，一

緒にデジタルテレビの知的財産権を手に入れていま

す。その結果，毎年かなりのロイヤリティ収入を得る

ことになりました。サムスンも，特許等の知的財産権

のうまみを知っています。ですから，特許で争うとき

には大変なことになるわけです。

それから，韓国の技術者のアクティビティはとても

高い。私は 2009 年の定年退職後に，たまたまの機会

があって，韓国でのセミナーにお話をしに行きまし

た。彼らは非常にアクティビティが高く，私自分の講

演が終わってから，講演後の休憩時間だけでは足り

ず，次の講演が聞けないくらい，いろいろ質問を受け

ました。彼らは，中小企業の我々のような企業にも政

府から補助金が出ると言っておりました。ですから，

彼らは一生懸命やります。しかも日本語が上手です。

では，ビジネスモデルはどうなるのか？という話に

触れたいと思います。

現在の日本メーカーで，特に強いと言われていると

ころは，素材系のメーカーです。これは経産省資料や

小川先生の本などでも引用されておりますので，ご覧

になった大勢の方が認識されていることと思っていま

す。このような立場にある素材メーカーが，サプライ

チェーンの下流側に位置するシステムメーカーを特許

によって抑えている実例を数例見つけたということ

は，既に世の中はそのように動いているのであろう。

私でさえ見つけられるものなら，100 も 200 もの事例

がきっとあるだろうということです。それでは，どの

ように考えたらよいのか，あるいはもし自分が素材

メーカーであった場合にはどのような立ち位置をとれ

ばよいのか，これは，サプライチェーンを曲げてしま

えばよいのです。要するに下流側のシステム企業と接

触する，あるいは下流側が何を求めているか，下流側

が求めているスペックが理解できればよいわけです。

企業ですから，代用特性でよいわけです。学術的な数

値でなくてもよいわけです。下流側の企業が欲しがっ

ている代用特性を掴めれば，攻め込むべき技術領域が

見つかるわけです。あるいは先に特許が出願できる技

術領域に気づけるわけです。物性値は素材メーカーの

方がよくご存知なわけですから，システムメーカーが

欲しがるような数値項目がわかってしまえばよいわけ

です。ですから，それは不可能なことではないと思っ

ています。

特に日本メーカーのように，素材もやっているけ

ど，他の事業部で製品系までやっているとなれば，ス

ペックがどのぐらいだかが容易にわかります。そのス

ペックを狙って技術開発を進める。私自身も研究者の

時代がありましたので，自分の開発していた材料を

使ってくれそうな事業部が自社内にありましたから，

あと 2桁上げればこの分野に使える，というようなこ

とはすぐに頭に浮かびました。そういう感覚を磨けば

よいとの思いで，4.4 のスライドを作ってみました。

ですから，大いに頑張って試作をしたり，デモテープ

を作ったりして，システムメーカーに売り込んで，素

材企業として主導権を取られたらよろしいのではない

かと思っています。
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５．3D-Printing がもたらす社会変革

3D プリンタは社会の変革に対してどんなことを与

えるか，一度原点に戻ってみます。

けっして私が初めて言っているわけではなく，いろ

いろな方が話しているとの前提でお話をします。世の

中の動きには，1つには「分散やカスタムという指向」

と，もう 1つは「集中や標準という指向」の 2つがあ

るのではないかと考えています。今でこそ農業，食糧

生産は，農家の方が専業で取り組んでいます。はるか

昔に遡れば，誰もが米を作っていた時代があったはず

です。その 1つの流れが，現在の家庭菜園ではないか

と思うわけです。それから，T型フォードの時代にベ

ルトコンベアが作られて，生産性が格段に上がった。

ただし，ベルトコンベアを 1本設置するのに 3億円や

4 億円の投資を必要としてしまう，スペースもやたら

必要になるという話が出てくる。これに対するアンチ

テーゼとして登場してきたのが，セル生産だと思って

います。ある意味では「屋台」です。名前まで入れて，

このマシンは誰それさんが組み立てたものですとい

う，マイスター制度のようなものまでをつくる企業さ

んもある。それから，パソコンのようなコンピュータ

の世界では，メインフレームが闊歩していた時代があ

ります。これはまさに集中の時代だと思っています。

それが分散というパソコンという時代になり，その中

間の立場としてクライアントサーバーという言葉が流

行ったと思いますが，これなどはまさに揺り動かしで

あり，この 2つのフレーズのどちらに行くかで動いて

いるのだろうと思うわけです。

まさに 3Dプリンタも，このような世界に生きてい

るのではないかと思っています。例えば，日曜大工

で，何かを自分で作ってみようというレベルのものと

考えれば，3D プリンタはまさにそうです。その代わ

り，3Dのデータは自前だが，他人の所有する 3Dプリ

ンタを皆で利用するとなれば集中になるでしょう。自

分が 3D データを作成したとしても，3D データを他

人に渡して，3D プリンタでものを作ってもらうとい

う世界になれば，ちょっと違ってくるかなというふう

に考えるわけです。

では，それをちょっと別の形でまとめてみます。

3D データと 3D プリンタ。当然 3D プリンタは工業

生産的なものから，自分で作りますという世界への広

がりがあります。これらの間を行き来することによっ

ていろんなことが起こってきます。そのときに，バイ

オプリンティングのような臓器の話や，iPS 細胞でで

きるのかもしれないけれども，当面当座あるいは急ぐ

なら，大きな臓器をつくるというところでは，今後

きっとバイオプリンタが出てくるでしょう。ただし，

そのときには当然のこととして，臨床や倫理の問題が

出てきます。これは後ほどの先生がお話ししてくれる

と思いますが，きっと社会的な問題としてどう扱う

か，難しい問題だと思います。

それから，ビジネスそのものも変革するきっかけに

なるかもしれないと思っています。先ほど申しあげた

ように，3D データそのものはインターネット上にあ

るかもしれない。ですが，3D プリンタは従来の 2D

のプリンタのように，パソコンに 1台あるいは一家に

1 台のレベルまで普及するか？という気もします。と

なると，自分で 3Dデータを作れる人はデータを自分

で作って，それを他人に渡して 3Dプリンタで造って

もらうのか，あるいは既に世の中にあるデータを使う

のか，依頼なのか，自作なのかという世界です。です

から，カスタムメイドもあり，オーダーメイドもあり

の世界になるのでしょう。

3D プリンタによる銃の製造問題のように，それに

対する対抗策としていろいろな特許が出始めました。
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当然，それを発展させたような模倣品，偽造品が出て

きます。3D データで部品を中国なら中国，アメリカ

ならアメリカで造りました。造ったときに，その製造

責任は誰が負うのか，データを渡した人か，あるいは

3D プリンタを提供した人か，あるいは製造を依頼し

た人か？，これはとても悩ましい問題になると思って

います。

こんなお話をしていると，責任問題，品質問題を別

とすれば，デジタルカメラが登場したときの写真プリ

ントのビジネスモデルによく似ていると感じます。自

分でプリントする人もいる。自分のプリンタを使って

やる。あるいは画質が悪くったっていいから自分でプ

リントする。そうかと思えば，プロに撮ってもらった

写真でデータ量が大きいから，自宅のプリンタでやっ

ていたら時間がかかって堪らない。頼んだほうが綺麗

に仕上がるし，印画紙も良いしという話もあるわけで

す。ですから，いろんな取り組み方，いろいろな広が

り方があります。

そして，まさに温故知新という言葉があるように，

けっして今新しく起こることではないと感じていま

す。私自身の個人的な意見を言いますと，新物質が登

場しないかぎり，先人の肩の上に乗って我々は技術開

発をしていることになると思っています。例えば，

1951 年出願の「ドイツ企業シーメンスの IJ 特許」が

あります。その後，IJ の実用化のために日米のプリン

タメーカーが頑張って，「実用化のための基本的な特

許」と言われるものが生まれたわけです。

ですから，ここでもう 1つ言ってしまいますと，特

許は 20 年間あれば権利期間が満了するのだから，15

年ぐらい前の特許に注目しようという考え方があるわ

けです。そして 5年間ぐらいかけて，自分なりの自家

薬籠の技術開発をして，基本的な特許の権利期間が満

了したときに，製品を出す，こんな方法も有りです。

所詮人間は他人の肩に乗って技術開発をせざるを得な

いわけですから，最大限に有効利用するということが

あってもよいのではないでしょうか。確かにオリジナ

リティは大事です。でも，私は上司に言われたことが

あります。「君，企業って金儲けしないとどうにもな

らんのだよね，君に払っている金の 2倍を会社は負担

しているのだよ，君は研究費を使っているよね，少な

くとも会社は君のために給料の 3倍以上を負担してい

ることにはなるよ」と，言われたことがあります。企

業の現実を，それなりに役職が上がって体感してくる

と，やはりこの言葉の重みは大きいです。

６．まとめ

去年の夏に，米国の弁護士さんのお話を聞く機会が

ありました。そのとき見せられたのが，伊藤若冲の絵

（下記絵参照）です。

彼はプレゼンテーションの最初にこのスライドを出

して，この花は何だと思うか？と問いかけました。残

念ながら菊ではなく，芍薬です。語弊があるといけま

せんが，いわゆる美しい方の形容である「立てば芍薬，

座れば牡丹，歩く姿は百合の花」の芍薬です。その芍

薬の花に群がる群蝶，ですから「花の蜜に蝶が群がる」

となるわけです。彼は何のためにこのスライドを出し

たのかというと，先ほど私の菊というのがヒントで，

日本企業あるいは日本という国が，アメリカなり世界

各国の企業や人間にとっては，非常に甘い蜜の宝庫の

ように感じるということを言いたかったのだろうと考

えました。彼はとうとう種明かしをせずに講演を終え

たわけですが，私なりに少し詳らかにしてみました。

これでおわかりいただけたと思うのですが，MOT，

MOT と騒がれました。Management of Technology

だと私も思っていました。違います。Monetization of

Technology。いかに技術を使ってお金を儲けるか？

です。癪だとか，気に入らないとかという話ではな

く，現実にはそのような driven で動いているという

ふうに感じています。ですから，Monetization of

Patent ということになるわけです。

最後に，私自身はこのようなモットーで，仕事をさ

せていただいております（下記コメント参照）。頑

張って情報を集め，集めた情報を読み下し，自分なり

の仮説をもち，それらの仮説に対する検証を繰り返す

ことによって，かなりのところまで踏み込めると考え

ています。
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いろいろご支援してくださる方がいらっしゃいま

す。データベースを使わせてくださっている方々等，

ここではお名前を申し上げると，かえって失礼にあた

るといけないのであえて申しあげません。地方公共団

体の技術関係の方々が一生懸命 3Dプリンタに取り組

まれており，石川県などもそうです。鳥取県は，この

講演会でお話しするために，資料を拝見させてほしい

と申しあげましたら，快く送ってくださいました。と

いうように，非常に多くの方々に，ここではお名前を

言えないような多くの方々に支えられて，この場に立

たせていただいています。今日のお話が少しでも皆様

のお役に立つものであれば，幸いです。どうもご清聴

ありがとうございました。

(原稿受領 2014. 9. 11)
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